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 三寒四温とはよく言ったもので、春の兆しは

感じられるものの、まだまだ風は冷たく、なか

なか暖かくはなってくれない日々です。一方

で、気象庁などからの発表によると、今年の冬

は暖冬だったそうで、驚きました。「数度の寒

波・大雪に見舞われたのの、平均気温的には平

年よりも高かった」という統計的な結果なのだ

と思いますが、人間の体感とは随分異なるもの

だなぁと感じた方も少なくなかったのではない

でしょうか。 

 今年度、卒業や入試を迎えられた層の方々

は、例年にまして大変な想いをされたのではな

いかと思います。入試を控えた学生を持つご家

族の方々も、健康に気遣われるものですが、目

には見えない微小な存在に、さらに一段と不安

を抱えての期間を過ごされたことと思います。 

 仕事であれ、日常の暮らしであれ、突発的な

事態が起きた時、そのレベルによって驚き、慌

て、右往左往してしまいます。その瞬間はかな

り劣悪な感情にも襲われ、強いストレスがか

かったとしても、その危機を乗り越え、しばら

く時間が経過すると、その御蔭で多くの学びを

得ていたことに気付かされることがあります。

試練は単純な苦痛の原因なのではなく、自身を

成長させてくれる機会だったのかも知れない。

そう感じることができたなら、その瞬間に嫌な

記憶から一転して、感謝の念すら湧いてくるか

ら不思議です。 

 ヒトは何のために生まれてきたのか。と言う

と哲学的な重たい疑問になりますが、日々いろ

んな出来事に直面し、さまざまな感情が湧く体

験を通じて精神的な成長をしていることを振り

返ると、この体験をしに地球に来たのではない

かと、思えてくるのも不思議です。 

 あらゆることを学びに転化できる人は、成長

が早く、強い人でもありそうです。（は） 

編集室から 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

白山比咩神社にて 

by hama 

弥 生 本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。 
 

上京された際、ご利用になってみてください。 
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人
生
初
の
起
業
の
際
、
「
実
績
」
と
い
う
名
の
「
起
業
経

験
」
は
、
起
業
家
に
は
無
い
。 

 

そ
の
起
業
活
動
を
通
じ
て
、
興
そ
う
と
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
従
前
に
何
ら
か
の
職
務
的
経
験
を
積
ん
で
い
る
場
合

が
多
い
と
思
う
。
が
、
そ
れ
で
も
「
豊
富
な
実
績
」
を
掲
げ
て

起
業
で
き
る
場
合
は
、
稀
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

起
業
を
な
す
前
後
の
局
面
で
、
欠
か
せ
な
い
の
が
顧
客
の
獲

得
、
あ
る
い
は
事
業
収
入
源
の
確
保
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
何
ら
か
の
営
業
活
動
も
し
く
は
、
取
引
交
渉
を
成
就
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
時
の
相
手
先
が
行
政
・
大
企
業
な
ど
、

大
き
く
・
堅
い
組
織
の
場
合
は
、
ほ
ぼ
必
ず
問
わ
れ
る
の
が
、

「
実
績
」
の
有
無
や
内
容
で
あ
る
。 

 

個
人
的
な
体
験
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
初
の
起
業
の
際
は
、
実

績
が
皆
無
だ
っ
た
。K

社
長
の
強
力
な
営
業
力
に
よ
っ
て
、
な

ん
と
か
受
注
し
て
も
ら
っ
た
案
件
を
、
満
足
に
納
め
る
べ
く
必

死
だ
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
技
術
的
裏
付
け
が
あ
る
わ
け
で
も
な

く
、
全
て
が
初
体
験
で
、
教
え
て
い
た
だ
け
る
先
達
も
居
な

か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
暗
中
模
索
の
連
続
だ
っ
た
。 

 

二
度
目
の
起
業
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
が
実
績
と
い
え
ば

実
績
と
な
り
え
た
が
、
組
織
体
が
別
な
ら
実
績
と
し
て
も
リ

 

人
類
史
上
最
大
規
模
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
既
に
世
界
各
国

で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
前
に
出
来
た
長
蛇
の
列
を
、
一
抹
の
不
安
と
共
に
見
ら

れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
様
々
な
先
行
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
日
本
で
も
「
と
り
あ
え
ず
、
こ
ん
な
形
で
…
」

と
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
確
定
情
報
は
少
な
い
の
で
、

憶
測
も
交
え
た
二
月
二
十
日
時
点
の
ま
と
め
で
す
。 

 

接
種
は
ま
ず
医
療
関
係
者
に
対
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
慣
れ
て
い
る
の
で
流
石
に
大
き
な
混
乱

は
な
い
で
し
ょ
う
。
バ
イ
ア
ル
の
取
り
扱
い
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
に
は
気
を
遣
い
ま
す
が
、
想
定
内
と
し
て
対
処
で
き
る
は
ず

で
す
。
最
大
の
ヤ
マ
場
は
、
次
に
予
定
さ
れ
る
高
齢
者
へ
の
接

種
で
す
。
そ
の
基
本
方
針
と
し
て
突
然
現
れ
た
の
が
『
練
馬
区

モ
デ
ル
』
で
す
（
図
）
。
「
早
く
て
近
く
て
安
心
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
近
く
の
診
療
所
で
受
け
る
個
別
接
種
を
中

心
に
据
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
理
に
か
な
っ
た
方

法
で
は
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
場
合
、

以
下
の
三
点
が
特
に
重
要
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

一
つ
目
は
予
約
の
問
題
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
多
く
の

人
が
広
い
会
場
に
集
ま
る
集
団
接
種
を
行
う
と
、
手
作
業
で
予

約
を
と
っ
て
い
て
は
時
間
が
か
か
る
し
ミ
ス
も
出
ま
す
。
で
も

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
使
え
な
い
高
齢
者
が
続
出
す
る
で

し
ょ
う
。
近
く
の
診
療
所
な
ら
、
直
接
出
向
い
て
予
約
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。 

 

二
つ
目
は
接
種
現
場
で
の
混
乱
で
す
。
集
団
接
種
の
模
擬
演

習
で
一
番
の
律
速
段
階
に
な
っ
た
の
は
、
問
診
で
し
た
。
ワ
ク

チ
ン
の
意
義
が
正
し
く
浸
透
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
現
状

で
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で
接
種
会
場
に
行
き
、
初
対
面
の
医

療
者
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
応
対
を
さ
れ
て
は
益
々
不
安
が
募

る
で
し
ょ
う
。
納
得
は
で
き
な
い
、
で
も
接
種
し
な
い
の
も
不

安
だ
。
時
間
だ
け
無
為
に
過
ぎ
そ
う
で
す
。
馴
染
み
の
診
療
所

で
顔
見
知
り
の
医
療
者
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
混
乱
は
緩

和
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

三
つ
目
は
経
過
観
察
の
問
題
で
す
。
接
種
当
日
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
後
に
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
副
反
応

は
漏
れ
な
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
で
管
理
す
る
事
が
難
し
い
以
上
、
残
念
で
す
が
旧

態
依
然
た
る
紙
ベ
ー
ス
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
診
療
所

に
任
せ
よ
う
と
い
う
狙
い
の
よ
う
で
す
。 

 

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
は
バ
イ
ア
ル
百
九
十
五
本
入
り
の

ボ
ッ
ク
ス
ご
と
マ
イ
ナ
ス
七
十
度
の
保
管
が
必
要
で
、
小
分
け
で
き

な
い
と
い
う
話
で
し
た
。
一
バ
イ

ア
ル
六
回
分
と
し
て
千
回
分
以

上
に
な
り
、
そ
れ
を
五
日
以
内
で

使
い
切
る
こ
と
は
診
療
所
で
は

無
理
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
練
馬
区
モ
デ
ル
公
表
と
共
に
、

小
分
け
可
能
に
変
わ
り
ま
し
た
。

診
療
所
を
接
種
場
所
に
し
た
い

と
い
う
、
強
い
意
向
が
伺
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
接
種
場
所
の
指
定

も
予
約
開
始
の
日
程
も
具
体
的

な
話
は
我
々
医
療
者
に
も
伝

わ
っ
て
来
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
『
終
わ
り
の
始
ま
り
』
と
期

待
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
本

当
に
『
終
わ
り
の
終
わ
り
』
を
迎

え
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
紆
余

曲
折
が
あ
り
そ
う
で
す
。  

セ
ッ
ト
す
る
と
言
わ
れ
て
、
ア
ッ
サ
リ
却
下
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
ち
ら
を
信
頼
し
て
実
績
が
無
く
と
も
任

せ
て
く
れ
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
現
れ
た
時
、
感
激
し
て
落
涙
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
ゼ
ロ
か
ら
一
を
創
る
と
は
、
そ
れ
以
前
に
は

何
も
な
い
（
ゼ
ロ
だ
）
か
ら
、
内
側
か
ら
何
か
を
生
み
出
す
し
か

な
い
。
そ
し
て
、
一
旦
、
一
が
で
き
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
を
種

に
、
二
・
三
へ
と
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ど
ん
な
起
業
現
場
で
も
、
完
全
な
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ
と

は
珍
し
く
、
た
い
て
い
コ
ン
マ
イ
チ
く
ら
い
の
「
種
」
は
あ
る
も

の
だ
。
し
か
し
世
間
に
は
、
「
イ
チ
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
存
在
を

認
め
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
大
勢
が
あ
る
よ
う
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ゼ
ロ
の
状
態
で
も
発
注
し
よ
う
、
取
引
し
よ
う
と
し
て
頂
け

る
こ
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
有
難
い
こ
と
か
。
ゼ
ロ
イ
チ
の
経
験
を
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
身
に
沁
み
て
お
分
か
り
の
こ
と
と
思
う
し
、

そ
の
体
験
を
忘
れ
な
い
限
り
、
感
謝
と
謙
虚
さ
を
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
。 

 

た
と
え
実
績
が
な
く
と
も
、
取
引
を
し
て
頂
け
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
起
業
の
扉
は
開
か
れ
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
の
よ
う
な
客
先
の
存
在
こ
そ
、
起
業
活
動
の
画
竜
点
睛

を
満
た
す
存
在
な
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
る
。 

 

起
業
後
、
最
初
の
顧
客
と
そ
の
方
の
想
い
を
大
切
に
な
さ
っ
て

頂
き
た
い
と
、
い
つ
も
願
っ
て
い
る
。  

寄
稿
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症 

第
八
報
』 

 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
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井
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俊
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【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

( 
い
が
き 

と
し
お 

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。 

Yahoo!ニュースから引用 



 『それに早く気づいて動いている人たちが地域動かしているよね。みなかみ町の

議員さんにも会ってきたけど30代の移住者の方が何人かいたよ。田舎は老人ばかり

で若い人が出てこれないというのは嘘だね。僕らの町会見てもそうだけど都会の方

が高齢者元気だから若い人が出てこれない気がする。目黒区もおじいちゃん達元気

すぎてまだ下っ端仕事しか僕らしてないもんね(笑)。』 

 『ネットや通信インフラが整備されてきて、昔は東京でしかできなかった事が今

田舎でもできちゃうというのもあるのかな。外部環境の変化が人や世代の価値観に

大きく影響するよね。またネット社会で地理的・時間的な壁がなくなってくると、

逆にその地域でしかできないというアナログな価値観が重要視されていくのかも。

いわゆるネット疲れね。食べ物をすべて自分で作るなんて東京ではできないから

な。』 

 『仕事だってこの1年でオンライン会議定着したからデザイン関係はネットでで

きるし、林業とかも人募集していて、趣味のキャンプで都市部のキャンパー向けの

サポートサービスも合間でできたりと収入減っても固定費低いから手残りは上にな

ると思うよ。』 

 『その考え方飲食業も同じなんだよね。売上や原価率といった●●率ばかりに目

が行きがちだけど大事なのは必ず出ていく固定費と手残りの利益の額なんだよね。

そしてその再現性の高さも。たとえば月の売上500万円で150万円の営業利益があ

る月に5回ある店と、250万円の売上で40万円の営業利益を確実に担保できる店ど

ちらが魅力かと言えば後者のほう。つまり出ていくコストが高いほうが怖いわけ。

確実に利益を出してくれるほうが経営者としては助かる。今回のコロナでの自粛要

請でも明らかになったけど、コストが高い(家賃が高い、人をたくさん使っている)

モデルは爆発すれば高収益が期待できるけど、何か環境(コロナのような天災、競合

店の存在、従業員の退職)に大きく影響を受けやすい。また常に見通しが立つという

意味での毎月の再現性がほんと大切。最近都市部でも郊外のほうが町として元気だ

よね。』 

 『僕らも50歳に手が届くタイミングで次の30年どう働くか人生楽しむかを考え

ようよ。もう東京で何かしでかしたいみたいな若い時のような無謀な妄想なんてな

いでしょ(笑)。』 

 『いやいやまだ妄想している自分がいるのが恥ずかしい(笑)。』 

 おそらくコロナ禍もあって多くの都内で生活している方が感じたことではないで

しょうか。僕自身もこちらで2014年から書かせてもらっているのですが過去の原

稿から読んでいくとこの2年で地方移住を意識した内容になっていることに気づき

ました。友人のわくわくしながら移住の話をする姿が頭から離れないこの頃です。

しかし、地方つまり田舎に移住することは幸せな事ばかりなのか?例えば狭い社会だ

からこその生きづらさもあると思うし、それが縁もゆかりもないところからの移住

だと致命傷にならないか?子どもの教育環境はどうなのか?などなど。 

 次号では移住の失敗リスクについて調べてみたいと思います。 

 2020年の人口動態を2019年と比較すると次のようにまとめられる1。 

①出生数は2.9％減（過去最低の水準） 

②死亡数は0.7％減で11年ぶりの減少 

③自然増減数は減少（マイナス50万人を超える水準） 

④死産数は10.5％減 

⑤婚姻件数は12.7％減で1950年以来の減少率 

⑥離婚件数は7.7％減 

 全て減少しているが、各々、多様な解釈が考えられる。コロナ禍がなかった

架空のケースを考え、それとの比較を基本として以下に考察する。 

①出生数の減少は1974年以来続いている傾向であり驚きはない。むしろ

2019年の対前年大幅減と比べて一旦歯止めがかかったかのようにみえる。一

方で、妊娠届出数は2020年1〜10月で対前年比マイナス5.1％2となってお

り、1〜4月は方向感なく推移したものの5月の大幅減3のあと、大きなマイナ

スが継続している。よってコロナ禍による影響が出生数に表れるのは、この

10ヶ月後の2021年3月からであり、2021年の出生数大幅減は避けられな

い。 

②死亡数の11年ぶりの減少は意外に受け止められるかもしれない。2020年

の新型コロナウイルス感染症による死亡数は3,500人弱であるが、感染対策を

講じた結果、季節型インフルエンザウイルスや肺炎による死亡数が、1〜9月

で約1万5千人減少している。主にこのことが影響し、我が国では却って死に

にくい一年だったという皮肉な結果になった。 

③自然増減数は①②の結果の数である。減少という結果はやはり厳しい。 

④出生数の減少にほぼ比例して死産数も減ると考えられる。一方で、病床の逼

迫や院内感染、さらには母体等へのストレスの影響による増加を懸念していた

が、数字を見ると杞憂に終わったようだ。 

⑤婚姻件数は2000年以降マイナストレンドにあるが、減少率がとても大き

い。令和婚ブームの反動に加え、コロナ禍が経済状況の悪化や結婚式等の開催

しにくい状況を招き、婚姻を中止あるいは延期したものが多いと推測される。 

⑥離婚件数にコロナ禍が影響するとすれば、経済状況の悪化による増減、外出

自粛や在宅勤務等の家庭環境の変化による増減等が考えられる。離婚件数の減

少は、婚姻件数の減少に連動した結果と捉える方が適切であろう。 

 
注1) 厚生労働省「人口動態統計」。2020年10〜12月は速報値 

注2) 厚生労働省「令和２年度の妊娠届出数の状況について」 

注3）2019年5月はまさに令和婚、2020年5月は最初の緊急事態宣言発出 

浮き草のごとく105 福井大学 国際地域学部 非常勤講師 江川 誠一 

『 社会経済データから見たコロナ禍の影響 ①人口動態  』 

『 2021年おやじのつぶやき  その2』 

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩 



ベッドに横たわると腰窓から庭を眺めることが

できる。でも寝ながらテレビを見ることもしたい。

ヘッドボードに目をやると何やらスイッチがある。

押すと腰窓前面に格納されたテレビが上がってき

た。寝室とは別にリビングも、坪庭を眺めながら掘

り炬燵で食事ができる部屋もある。トイレは２カ

所、当たり前のように露天・室内風呂もある。 

街歩きから帰ってきた娘たちと夕食、21時から

は談話室で恒例の蓄音機でのSPレコード鑑賞、レ

コードリストがありリクエストにも応じてくれる。

曲により竹針と鉄針を使い分ける。ほぼ一時間のコ

ンサートとなる。その後、天井桟敷に向かいウイス

キーをちびりちびりとやって部屋に帰ってきたの

が23時、ひと風呂浴びて床に就いた。 

翌朝起きてひと風呂、金鱗湖散策後に朝食、この

日は長女がリモートで大学授業があるということ

で特別にチェックアウトの時間を延ばしてもらい

12時に宿を発つことにした。中谷健太郎さんご夫

妻に見送ってもらい北九州空港に向かった。道中、

23年前に住んでいた山裾にあるアパート付近を散

策し娘たちと思い出を語り合った。どこそこで遊ん

だ話から、彼女らにとっての由布院での日々は冒険

の連続だったことを改めて感じた。由布院へのアク

セスは大分空港が最も近いが減便中で時間帯悪く、

次は福岡空港とすることがこれまで多かったが、北

九州空港はどうかとチェックしてみると車を走ら

せている時間にそれほどの差はない。空港周辺の混

雑差はないから、むしろこちらをお勧めしたい。由

布院に私の案内で行きたいというリクエストがあ

る。コロナ開けたら企画しようと思っている。（了） 

『相模の国から ～大魔神のたび～  』由布院への旅(2020.11/21～23) 

神奈川県南足柄市企画部・都市部・教育部参事 溝口 久    

手元に世界宿文化研究学会「私たちは12のビジョンを大切にしています」と書か

れた冊子がある。 

 

学会の名は日本旅館が世界に誇れる・冠たる宿文化を体現して、そして発信する

ことから由来しているとある。 

「12のビジョン」の中身はさて？特別なこだわりを抜粋すると 

・全てにおいて高品質を探求しお客様に喜びを与える 

・個性豊かな建物 ・地域の文化の継承と保護と発展 

・地域の生産者との関わりと消費 

・日本の宿文化を世界に発信する役割 

が挙げられる。高い志を持ち、常に顧客の安らぎを配り、伝統と先進と確信を図り、

崇高な理念を持ち日々実践を続けるスモールラグジュアリーな宿として13の旅館

が名を連ねている。最低でも1泊2食3万円以上の高級旅館群だろうなと中を見ると

そうでもない。野沢温泉の住吉屋、松本市の旅館す

ぎもとといった1万円台の宿もある。 

今回泊まる本学会のメンバーである亀の井別荘

は4万円からだある。大正10年、別府観光の父油屋

熊八の要人招待用別荘として創業した。金鱗湖の

畔、一万坪の自然林の中に14室の離れ6室の洋室を

構え、談話室、大浴場がある。これとは別にパブリッ

クと称し誰でも利用できる茶房「天井桟敷」、バー

「山猫」、食事処「湯の岳庵」、売店「鍵屋」があ

る。京都の柊家に代表される伝統旅館とはとは異な

る。昭和50年代団体向け大型旅館が当時の宿屋の

ビジネスモデルだったときに、木造離れ、日本庭園

ではなく雑木、宿泊客でなくても入れる売店、喫茶、

食事処といったしつらえで高額な価格帯で打って

でいったのが、そのスタイルだ。 

今回は離れ百番館に泊まることになった。6人ま

で泊まれる最も広い離れ、長女と次女と三人で泊ま

るには贅沢過ぎるが、こここしか空いていなかった

ので仕方なし。人生一度ぐらいここで泊まると腹を

くくった。 


